
 

■ 大覚寺 
 http://www.daikakuji.or.jp/ 
 
平安のはじめ、嵯峨天皇の離宮として建立されて 1200 有余年。絶え

ず歩みつづけてきた大覚寺。 今日では“華と心経の寺”として親し

んでいただいておりますが、数々の悲運を乗りこえ、その法灯を守り

続けてきました。 今日までの人と歴史の軌跡を辿り、この場でしか

語ることができない口伝えを織りまぜながら、ここに記して参りま

す。 
 
弘法大師空海を宗祖と仰ぐ真言宗大覚寺派の本山。 
 正式には旧嵯峨御所大覚寺門跡と称し、嵯峨御所とも呼ばれる。 
 平安初期、嵯峨天皇が檀林皇后とのご成婚の新室である離宮を建立

されたが、これが大覚寺の前身・離宮嵯峨院である。 
 
嵯峨院が大覚寺となったのは、皇孫である恒寂入道親王を開山として

開創した貞観 18 年（876 年）である。 
 弘法大師空海のすすめにより嵯峨天皇が浄書された般若心経が勅封（60 年に１度の開封）として奉安

され、般若心経写経の根本道場として知られる。 
 
【拝観時間】 午前９時〜午後５時 無休 大 人：500 円 大沢池：200 円 
三条京阪前（乗り場：14）京都バス 61／64 旧嵯峨御所 大本山 大覚寺 250 円 約 60 分/12.7km 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

 

勅使門 

大覚寺の御影堂（心経前殿）の南側正面に、石舞台を

はさんで勅使門がございます。江戸時代・嘉永年間の

再建で門は四脚門とし、屋根は切妻造り、正面および

背面に軒唐破風を付け全体は素木造りだが唐破風の

部分のみ漆を塗り、金鍍金の飾り装飾を施している

大きな菊の御紋をいただいたすばらしい門でござい

ます。今回は、この勅使門にまつわるおはなしをご披

露申し上げます。 
 
 

天神島 

この大覚寺でも大沢池の島に道真公をお祀りしておりますが、その島を「天神島」と呼んでおります。

伝えによるとその理由が意見深長でございまして、大覚寺の縁起に関係して参りますのでその辺からお

話し申し上げます。 



 

嵯峨御流（さがごりゅう） 

 第 52 代嵯峨天皇（延暦 5 年 9 月 7 日（786 年 10 月 3 日） - 承和 9 年 7 月 15 日（842 年 8
月 24 日））を開祖とする華道の一派です。 
 
 大覚離宮（大覚寺）に宮殿を構え、大沢池の花で生け花をしたのが発祥と伝わっています。

伝承によると、その時に嵯峨天皇は「爾今、花を賞ずる者はこれを範とする」といい、華道の

普及を進めました。  
 
 江戸時代末期には、文政 12 年（1829 年）に「嵯峨御所華務職」に就いた未生斎広甫は、華

道家元として、その普及につとめました。その結果、大覚寺の華道は全国的に名が知れ渡るよ

うになり、「嵯峨御流」と呼ばれるようになりました。 
 
 


